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金属カルコゲニド化合物の合成と多核機能化
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　我々のグループでは新しい有機金属化合物や配位
化合物の合成、構造、反応性および結合や電子状態
に興味をもち、研究を行っています。現在、硫黄や
セレン等のカルコゲンを配位子にもつ錯体化学を中
心に以下の研究を進めています。

(1)　金属カルコゲニド化合物は興味深い反応性、物
性、構造を示すため、多くの錯体化学者により様々
な金属-硫黄クラスターが合成されています。
しかし、金属-硫黄クラスターの合成で反応式
から生成物を予測することは難しく、目的と
した構造をもつ化合物を構築する有用な合成
法はありません。このことが金属-硫黄クラス
ターの研究において大きな問題点のひとつに
なっています。そこで我々の研究室では、金
属 - 硫黄クラスターの合理的な合成法の開発
を行っていきたいと考えています。
(2) 金属硫化物は水添反応や脱硫反応等の触媒
としてはたらくが、これに第二の金属を添加
すると触媒活性が向上することが知られてい
ます。一方、金属酵素の活性中心には様々な異
核金属クラスター（ニトロゲナーゼ、ヒドロゲ
ナーゼ等）が存在することが知られています。
我々は興味深い反応性を示すこれら異核金属
硫黄化合物を手本として、異核金属カルコゲ
ニドクラスターを設計・構築し、工業触媒や金
属酵素よりも優れた機能をもつ異核金属カル
コゲニドクラスターの創製を行っています。
(3) 窒素分子は不活性な分子ですが、様々な金

属錯体に結合できることが現在知られています。し
かし硫黄配位子をもつ窒素錯体の例は非常に限られ
ています。これは生体内で活性中心に金属硫黄クラ
スターをもつ窒素固定化酵素が窒素分子のアンモニ
アへの変換反応を温和な条件で行っていることと対
照的です。我々はチオラートやスルフィド配位子を
もつ金属錯体上での窒素分子の活性化を目指し研究
を行っています。
(4) 生体内では金属硫黄クラスターが多く存在し、こ
れらが高度に集積化することにより電子伝達反応や
触媒反応を円滑に行っています。そこで金属硫黄ク
ラスターを段階的に連結することにより、各段階に
おいて新しく発現する物性や反応性と構造の関係を
明らかにし、金属硫黄クラスターの潜在的な機能の
開拓を目指します。

今後、周期表の全元素を対象に独自の無機化学を展
開していきたいと考えています。
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